様式２
実　証　実　験　計　画　案　（　各　技　術　編　）
～吹付のり面を対象とした点検支援技術～
	①技術名称（副題）
	

	②計測対象
	本実験で計測する全ての対象を記載する
・吹付工の「ひび割れ」の分布
・吹付工の「浮き・剥離」の有無
・吹付工背面の「空洞」の有無
・吹付工背面の「地山の風化」の有無

	③本技術の制約条件
	当該技術に制約がある場合は、その条件を全て具体的、かつ簡潔に箇条書きで記載する
（例：気象条件：快晴、風速○○以下、計測時間帯：日中、計測日数：○○日、実施にあたり○○の範囲の交通規制が必要、実施にあたり○○へ△△の提出が必要　など）

	④計測の方法
	・本実験における計測対象の具体的な計測方法（計測原理、計測結果のデータ整理の方法等を含む）、計測回数、所要時間、時間帯、気象条件などを、フロー図を含めて箇条書きで記載する
・本実験の実施に際し、制約条件があるのであれば、全て記載する。記載方法は③と同様

	⑤責任者
	本実験の責任者の氏名、所属、連絡先（電話、メール、携帯）を記入する

	⑥計測体制図
	当該技術の実証実験を行う上での体制図を記載する。体制図には各担当の連絡先も記載すること（下請けを使用する場合は、それがわかるよう記載すること）

	⑦連絡先
	

	⑧事前に許認可が必要な事項
	本実験を行うにあたり、事前に許認可申請が必要な事項を全て記載すること。なお、記載にあたっては、応募者自らが許認可申請を行う項目とそれ以外の項目がわかるようにすること

	⑨実験後の提出資料の概要
	本実験後に提出する資料に記載する内容の項目を全て具体的、かつ簡潔に箇条書きで記載する

	➉その他
	・その他、必要な事項や必要な資料があれば記載、もしくは添付すること
・当該技術の実証実験のイメージがわかる写真や図などがあれば添付すること



